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　第6回農環研サイエンスカフェ：歌でわかる「農業と

外来生物」を、平成26年3月2日（日曜日）、イーアスつ

くば内にあるウィズガーデ

ンつくばで開催しました。

　生物多様性研究領域の

西田智子上席研究員の司

会で、伊藤健二、楠本良延、芝池博幸の3人の主任研

究員が話題提供者となり、外国から持ち込まれて日本

に定着した生物の多くが、実は農業活動や食生活と

深い関係があることなど、外来生物の意外な側面を

紹介しました。また、話の合間には、生物多様性や外

来植物を題材にしたオリジナルソングを演奏して、約

30名の参加者には楽しい時間を過ごしていただき

ました。

（広報情報室　広報グループ）

農環研サイエンスカフェ

平成26年度 一般公開「宇宙から見た世界の環境」（生態系計測研究領域）
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　平成26年度の研究所一般公開を4月18日（金曜

日）に開催しました。この一般公開は、科学技術週間の

行事の一つとして毎年この時期につくばの農林研究

団地にある研究機関が一斉に実施しているものです。

悪天候にもかかわらず前年を上回る約800人に来場

いただき、多数の実演・体験・展示コーナー、ミニ講演

などで、さまざまな研究を紹介できました。

（広報情報室　広報グループ）

一般公開「未来につなげよう 安全な農業と環境」




